
【道
路
管
理
者
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
】

〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
五
年

九
月
一
九
日

徳
島
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(原
告
控
訴
)

〔控
訴
審
判
決
〕

平
成
一
六
年

九
月
三
〇
日

高
松
高
等
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

道
路
上
に
設
置
物
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
に
、
道
路
利

用
者
等
か
ら
道
路
管
理
者
に
対
し
て
直
ち
に
撤
去
を
求
め

ら
れ
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
る
。
行
政
代
執
行
が
認
め
ら

る
要
件
と
し
て
は
、
法
律
に
よ
り
直
接
に
命
ぜ
ら
れ
、
又

は
法
律
に
基
き
行
政
庁
に
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
行
為
に
つ
い

て
義
務
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
い
場
合
、
他
の
手
段
に
よ

っ
て
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
且
つ

そ
の
不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
路
肩
で
あ
っ
て
通
常
は
走
行
す

る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
妨
害
物
が
置
か
れ

た
ケ
ー
ス
で
、
道
路
管
理
者
が
占
有
者
に
対
し
て
文
書
及

び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧
告
を
な
す
に
と
ど
ま
り
、
本
件

設
置
物
を
撤
去
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
裁
量
権
を
逸
脱
し

て
違
法
で
あ
る
か
等
が
争
わ
れ
た
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と

と
し
、
以
下
、
主
に
道
路
管
理
者
に
関
連
す
る
部
分
を
取

り
上
げ
る
。

頤

事
案
の
概
震

1

事
案
の
概
要

本
件
は
、
原
告
が
、
原
告
所
有
の
土
地
に
隣
接
す
る
県

道
の
一
部
で
あ
る
と
主
張
す
る
本
件
土
地
上
に
、
土
地
改

良
区
が
設
置
物
を
置
く
な
ど
し
た
た
め
、
原
告
所
有
の
土

地
へ
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
土
地
の
所
有
権

又
は
本
件
土
地
を
自
由
に
通
行
す
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
た

と
し
て
、

①

土
地
改
良
区
の
ほ
か
、
県
道
の
管
理
者
で
あ
る

県
及
び
土
地
改
良
区
に
対
し
て
監
督
義
務
を
負
う

知
事
に
対
し
、
原
告
所
有
の
土
地
の
所
有
権
又
は

本
件
土
地
を
自
由
に
通
行
す
る
権
利
に
基
づ
く
妨

害
排
除
と
し
て
、
本
件
土
地
上
に
あ
る
設
置
物
の

収
去
を
求
め
、

②

土
地
改
良
区
に
対
し
、
所
有
権
又
は
通
行
の
自

由
権
に
基
づ
く
妨
害
予
防
と
し
て
、
原
告
が
本
件

土
地
か
ら
原
告
所
有
の
土
地
へ
の
通
行
を
妨
害
す

る
こ
と
の
禁
止
を
求
め
、

③

土
地
改
良
区
に
対
し
、
土
地
改
良
法
三
五
条
、

民
法
四
四
条

一
項
、
七
〇
九
条
、
七
一
九
条
に
基

づ
き
、
上
記
妨
害
行
為
開
始
後
の
日
か
ら
の
賃
料

相
当
損
害
金
及
び
上
記
①
の
収
去
済
み
ま
で
、
賃

料
相
当
損
害
金
を
支
払
う
よ
う
求
め
、
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④

県
及
び
知
事
に
対
し
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
又

は
民
法
七
一
九
条
に
基
づ
き
、
連
帯
し
て
賃
料
相
当

損
害
金
を
支
払
う
よ
う
求
め
た
。

原
審
は
、
本
案
に
つ
い
て
、
一
審
被
告
改
良
区
に
よ
る

本
件
設
置
物
の
設
置
は
、
一
審
原
告
の
所
有
権
及
び
通
行

の
自
由
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
審
被
告
改
良
区

は
土
地
改
良
法
三
五
条
、
民
法
四
四
条

一
項
に
基
づ
き
、

一
審
原
告
主
張
の
損
害
を
賠
償
す
べ
き
義
務
が
あ
る
と
し

て
、
一
審
被
告
改
良
区
に
対
す
る
①
本
件
設
置
物
の
収
去

請
求
及
び
②
通
行
妨
害
禁
止
請
求
、
並
び
に
③
-
審
被
告

改
良
区
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
す
べ
て
認
容
し
、

①
一
審
被
告
県
及
び
一
審
被
告
知
事
に
対
す
る
本
件
設
置

物
の
収
去
請
求
及
び
④
-
審
被
告
県
に
対
す
る
損
害
賠
償

請
求
は
、
同
人
ら
に
責
任
は
な
い
と
し
て
い
ず
れ
も
棄
却

し
た
。
そ
こ
で
、
一
審
原
告
は
、
一
審
被
告
県
及
び
一
審

被
告
知
事
に
対
す
る
請
求
に
関
す
る
部
分
を
不
服
と
し

て
、
一
審
被
告
改
良
区
は
、
一
審
原
告
の
一
審
被
告
改
良

区
に
対
す
る
請
求
を
認
容
し
た
部
分
を
不
服
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
控
訴
を
申
し
立
て
た
。

2

前
提
事
実
、
争
点
及
び
争
点
に
つ
い
て
の

当
事
者
の
主
張

前
提
事
実

の

当
事
者

ア

原
告

イ

被
告
土
地
改
良
区

(以
下

｢被
告
改
良
区
｣
と

い
う
。)
は
、
土
地
改
良
法
の
規
定
に
基
づ
い
て

設
立
さ
れ
た
土
地
改
良
区
で
あ
る
。

ウ

被
告
県
は
、
県
道
松
茂
吉
野
線
(以
下
｢県
道
｣

と
い
う
。)
の
道
路
管
理
者
で
あ
る
。

エ

被
告
知
事
は
、
被
告
改
良
区
に
対
し
て
土
地
改

良
法
の
規
定
に
基
づ
く
監
督
権
限
を
有
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

②

土
地
関
係

ア

別
図
記
載
の
土
地
｢本
件
1
①
土
地
｣
及
び
同

記
載
の
土
地

｢本
件
1
②
土
地
｣
は
、
も
と
原
告

所
有
の
土
地
が
平
成
一
四
年
九
月
二
日
に
分
筆
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

イ

本
件
1
土
地
の
南
西
側
は
、
別
図
記
載
の
土
地

｢本
件
3
土
地
｣
と
隣
接
し
て
お
り
、
本
件
3
土

地
は
、
県
道
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
被
告
土
地

改
良
区
は
、
本
件
3
土
地
の
地
下
に
存
す
る
暗
渠

式
の
用
水
路

(以
下

｢本
件
用
水
路
｣
と
い
う
。)

を
管
理
し
て
い
る
。

③

被
告
改
良
区
の
行
為

ア

被
告
改
良
区
は
、
平
成
一
三
年
二
月
二
0
日
こ

ろ
、
別
図
記
載
の
土
地

｢本
件
2
土
地
｣
上
に
柵

を
設
置
し
た
が
、
平
成
一
四
年
八
月
こ
ろ
撤
去
し

た
。

イ

被
告
改
良
区
は
、
平
成
一
三
年
九
月
こ
ろ
、
本

件
3
土
地
に
｢資
材
置
場
｣
と
の
掲
示
板
を
掲
げ
、

本
件
1
土
地
と
の
境
界
部
分
を
削
り
、
高
さ
二
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
緑
石
を
設
置
し
て
段
差
を

設
け
、
上
に
ポ
ン
プ
を
乗
せ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

台
座
を
設
置
し
た
。

ウ

被
告
改
良
区
は
、
平
成
一
三
年
二
一月
及
び
平

成
一
四
年
一
月
こ
ろ
、
本
件
3
土
地
上
に
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
管
を
積
み
上
げ
、
｢こ
れ
よ
り
改
良
区
の

管
理
道
で
あ
り
作
業
時
に
は
支
障
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
｣
と
記
載
し
た
看
板
を
立
て
た
。

エ

本
件
1
土
地
か
ら
本
件
1
②
土
地
が
分
筆
さ
れ

た
現
在
に
お
い
て
も
、
上
記
イ
及
び
ウ
の
設
置
物

(本
件
設
置
物
)
は
、
別
図
記
載
の
土
地

｢本
件

4
土
地
｣
上
に
存
在
し
て
い
る
。

回

被
告
県
の
指
導

ア

被
告
県
は
、
平
成
一
四
年
一
月
七
日
、
被
告
改

良
区
に
対
し
て
、
被
告
改
良
区
が
設
置
し
て
い
る

構
造
物
が
道
路
法
四
三
条
に
違
反
し
て
い
る
の
で

原
型
復
旧
す
る
よ
う
勧
告
書
を
出
し
た
上
、
被
告

改
良
区
理
事
長
を
呼
び
出
し
て
口
頭
の
勧
告
を
行

っ
た
。

イ

被
告
県
は
、
同
年
三
月
一
八
日
、
被
告
改
良
区

に
対
し
て
、
被
告
改
良
区
が
設
置
し
て
い
る
構
造

物
を
設
置
し
、
資
材
置
き
場
と
し
て
利
用
し
て
い

る
行
為
が
道
路
法
四
三
条
に
違
反
し
て
い
る
の
で

原
型
復
旧
す
る
よ
う
、
再
度
、
勧
告
書
を
出
し
た
。



二

主
な
争
点

の

争
点
及
び
そ
れ
に
対
す
る
当
事
者
の
主
張

原
告
の
主
張

①

原
告
の
権
利

原
告
は
、
本
件
1
土
地
の
所
有
権
者
と
し
て
、
同

地
か
ら
県
道
の
一
部
で
あ
る
本
件
3
土
地
を
自
由
に

通
行
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
件

1
土
地
か
ら
本
件
1
②
土
地
が
分
筆
さ
れ
た
現
在
に

お
い
て
も
、
本
件
1
①
土
地
の
所
有
者
と
し
て
本
件

4
土
地
を
自
由
に
通
行
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。

②

被
告
改
良
区
の
責
任

被
告
改
良
区
は
、
何
ら
使
用
権
原
を
有
し
な
い
本

件
4
土
地
上
に
本
件
設
置
物
を
置
き
、
妨
害
行
為
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
原
告
は
、
本
件
1
①

土
地
か
ら
県
道
へ
至
る
通
行
が
不
可
能
と
な
り
、
日

常
生
活
上
不
可
欠
な
交
通
に
著
し
い
支
障
を
生
じ
て

い
る
。
ま
た
、
本
件
1
①
土
地
は
、
早
急
に
売
却
す

る
必
要
が
あ
る
が
、そ
れ
も
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
上
記
の
妨
害
行
為
は
、
本
件
1
①

土
地
の
使
用
及
び
処
分
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
原
告
は
、
被
告
改
良
区
に
対
し
て
本
件
1
①
土

地
の
所
有
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
と
し
て
、
又

は
本
件
4
土
地
の
通
行
の
自
由
権
に
基
づ
く
妨
害
排

除
請
求
と
し
て
本
件
設
置
物
の
収
去
を
求
め
、
さ
ら

に
妨
害
予
防
と
し
て
、
一
審
原
告
及
び
そ
の
関
係
者

が
本
件
四
土
地
か
ら
本
件
1
①
土
地
へ
の
通
行
を
妨

害
す
る
こ
と
の
禁
止
を
求
め
る
。

な
お
、
被
告
改
良
区
が
、
本
件
4
土
地
上
に
何
ら

か
の
管
理
権
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
同
地
の
通

行
は
戦
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
明
示
又
は
獸
ご不
の
通
行
地
役
権
な
い
し
は
慣
習

法
上
の
通
行
権
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被

告
改
良
区
の
権
利
の
濫
用
と
し
て
、
そ
の
妨
害
は
排

除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
一
審
被
告
改
良
区
は
、
上
記
侵
害
行
為
を

行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、土
地
改
良
法
三
五
条
、

民
法
四
四
条
一
項
、
七
〇
九
条
、
七
一
九
条
に
基
づ

き
、
一
審
原
告
に
対
し
、
賃
料
相
当
損
害
金
を
支
払

う
義
務
が
あ
る
。

③

被
告
県
の
責
任

本
件
3
土
地
は
、
県
道
の
一
部
で
あ
り
、
対
向
車

の
待
避
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
、
車
両
の
一
時
駐

車
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
に
、
被
告
改
良
区

の
妨
害
行
為
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
不
可
能
と
な
り
、

交
通
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
。
被
告
県
は
、

道
路
管
理
者
と
し
て
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に

保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
も
っ
て
、
一
般
交
通
に
支
障

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
努
め
る
義
務
が
あ
る
か
ら
、
道

路
に
違
法
な
本
件
設
置
物
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

除
去
す
べ
き
義
務
が
あ
る

(道
路
法
四
二
条
、
四
三

条
、
七
一
条
一
項
、
一
〇
〇
条
)。

④

被
告
知
事
の
責
任

被
告
改
良
区
は
、
本
件
用
水
路
の
管
理
に
仮
託
し

て
本
件
3
土
地
で
妨
害
行
為
を
し
て
い
る
。
被
告
知

事
は
、
土
地
改
良
区
の
監
督
者
と
し
て
本
件
設
置
物

を
自
ら
除
去
す
る
か
被
告
改
良
区
に
除
去
さ
せ
る
義

務
が
あ
る
。

⑤

両
者
の
責
任

一
審
被
告
県
は
上
記
③
の
義
務
を
、
一
審
被
告
知

事
は
上
記
④
の
義
務
を
そ
れ
ぞ
れ
負
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
審
被
告
改
良
区
に
対
し
、
何
ら
適

切
な
指
導
を
せ
ず
、
そ
の
妨
害
行
為
を
放
任
し
て
い

る
。
こ
れ
は
妨
害
行
為
に
荷
担
し
、
妨
害
行
為
者
の

行
為
と
同
視
し
う
る
行
為
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
審
原
告
は
、
一
審
被
告
県
及
び

一
審
被
告
知
事
に
対
し
て
、
本
件
1
①
土
地
の
所
有

権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
と
し
て
、
又
は
本
件
4
土
地

の
通
行
の
自
由
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
と
し
て
、
本

件
設
置
物
の
収
去
を
求
め
る
。

ま
た
、
一
審
被
告
県
及
び
一
審
被
告
知
事
は
、
一

審
被
告
改
良
区
と
の
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
一

審
原
告
に
対
し
、
賃
料
相
当
損
害
金
を
支
払
う
義
務

を
負
う
。
更
に
、
公
の
営
造
物
で
あ
る
県
道
の
一
部

で
あ
る
本
件
3
土
地
の
設
置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
一
審
被
告
県
及
び
一
審

被
告
知
事
は
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、

一
審
原
告
に
対
し
、
一
審
被
告
改
良
区
ら
と
同
様
の



賃
料
相
当
損
害
金
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

た
り
、
一
審
原
告
自
身
が
一
審
被
告
改
良
区
に
対
し

②
被
告
ら
の
主
張

て
、
裁
判
手
続
を
通
じ
て
妨
害
物
排
除
請
求
を
な
し

被
告
県
の
主
張

守
る
こ
と
、
ト
牛
3

b
ま
、

"

っ

･
話

①

被
告
県
は
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
前
記
一
④
の

と
お
り
、
適
切
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

②

公
道
の
通
行
は
、
道
路
が
供
用
さ
れ
て
い
る
反
射

的
利
益
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
道
路
に
違
法
な
設
置
物

が
あ
る
と
し
て
も
、
道
路
法
四
二
条
、
四
三
条
、
七

一
条
一
項
、
一
〇
〇
条
を
根
拠
と
し
て
、
被
告
県
に

対
し
、
こ
れ
を
自
ら
除
去
し
た
り
、
被
告
改
良
区
に

除
去
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
訴
求
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
同
様
に
、
こ
れ
に
関
す
る
損
害
金
の
支
払
を

求
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

③

ま
た
、
本
件
3
土
地
は
、
道
路
区
域
内
の
土
地
で

あ
る
が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
内
側
に
入
っ
た
未
舗

装
の
路
肩
で
あ
っ
て
、
通
行
の
用
に
供
し
て
い
な
い

部
分
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
本
件
設
置
物
が

あ
っ
て
も
、
道
路
の
構
造
や
交
通
に
著
し
い
支
障
が

生
じ
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
ず
、
行
政
代
執
行
法
二

条
に
い
う

｢著
し
く
公
益
に
反
す
る
｣
と
の
要
件
も

欠
く
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

控
訴
審
に
お
け
る
当
事
者
双
方
の
補
充
主
張

の

一
審
被
告
県
の
責
任

ア

一審
原
告
の
主
張

原
判
決
は
、
一
審
被
告
県
の
責
任
を
論
ず
る
に
当

て
、
裁
判
手
続
を
通
じ
て
妨
害
物
排
除
請
求
を
な
し

得
る
こ
と
、
本
件
3
土
地
は
、
路
肩
で
あ
っ
て
、
通

常
は
走
行
す
る
こ
と
を
予
定
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で

あ
る
か
ら
、
妨
害
物
が
置
か
れ
た
と
し
て
も
、
即
座

に
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
し
た
り
、
あ
る
い
は
著
し
く

公
益
に
反
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る

と
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
一
審
被
告
県
が
一
審
被
告

改
良
区
に
対
し
て
文
書
及
び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧

告
を
な
す
に
と
ど
ま
り
、
本
件
設
置
物
を
撤
去
し
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
裁
量
権
を
逸
脱
し
て
違
法
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
示
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
審
原
告
自
身
が
一
審
被
告
改

良
区
に
対
し
て
、
裁
判
手
続
を
通
じ
て
妨
害
物
排
除

請
求
を
な
し
得
る
か
ら
と
い
っ
て
、
道
路
管
理
者
の

責
任
が
軽
減
さ
れ
た
り
、
免
除
さ
れ
る
理
由
に
は
な

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
利

用
者
が
何
ら
の
支
障
な
く
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

責
務
が
あ
り
、
そ
れ
を
妨
害
す
る
も
の
が
あ
る
場
合

に
、
通
行
の
妨
害
を
受
け
て
い
る
者
が
自
ら
裁
判
手

続
で
救
済
を
求
め
る
方
法
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ

れ
は
容
易
で
は
な
く
、
債
務
名
義
を
得
て
も
執
行
に

費
用
と
労
力
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
審
被
告

県
に
お
い
て
、
私
人
た
る
県
道
の
利
用
者
が
そ
こ
ま

で
の
手
段
を
と
ら
な
く
て
も
支
障
な
く
通
行
で
き
る

よ
う
に
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が

｢公
道

(県
道
)｣
の
公
道
た
る
所
以
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
3
土
地
は
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
道
路
の
路
肩
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、

そ
も
そ
も
道
路
が
狭
い
の
で
、
自
動
車
の
交
差
、
待

避
の
た
め
に
も
必
要
な
部
分
で
あ
る
。
従
前
、
本
件

一
土
地
が
、
駅
前
広
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

同
駅
の
廃
止
後
も
、
通
路
や
広
場
、
駐
車
場
と
し
て

住
民
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
て
、
本
件
3
土
地
は
、

そ
の
た
め
に
不
特
定
多
数
の
者
が
通
行
し
て
い
た
場

所
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
県
道
の
そ
の
余
の
部

分
と
区
別
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

本
件
4
土
地
は
、
本
件
1
①
土
地
か
ら
の
出
入
り
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
原
判
決
が
一
審
被
告
改

良
区
の
責
任
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
本
件
1
①

土
地
か
ら
県
道
へ
の
通
行
を
妨
害
す
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
そ
の
出
入
り
の
通
行
を
問
題
に
し
な
が
ら
、

他
方
で
、
一
審
被
告
県
の
責
任
を
論
じ
る
に
当
た
っ

て
は
、
道
路
の
路
線
と
し
て
の
走
行
だ
け
を
問
題
に

す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
有
地
か
ら

県
道
へ
の
出
入
り
は
、
県
道
の
管
理
者
と
し
て
、
当

然
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
｢
一
審
被
告
県
が
、
道
路
の
通
行
を
妨
害

し
て
い
る
一
審
被
告
改
良
区
に
対
し
、
文
書
や
口
頭

で
の
撤
去
勧
告
を
繰
り
返
し
て
も
何
ら
功
を
奏
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。



イ

ー審
被
告
県
の
主
張

一
審
原
告
は
、
本
件
3
土
地
は
道
路
の
路
肩
と
は

い
え
な
い
旨
主
張
す
る
が
、
そ
も
そ
も
路
肩
と
は
、

車
道
に
接
適
し
て
設
け
ら
れ
る
帯
状
の
道
路
の
部
分

を
い
い
、
道
路
上
に
設
け
ら
れ
た
外
側
線
の
外
側
部

分
で
あ
っ
て
、
本
件
3
土
地
は
路
肩
に
当
た
る
。
他

方
、
専
ら
車
両
の
通
行
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
道
路
の
部
分
は
車
道
で
あ
っ
て
、
本
件
3
土

地
の
よ
う
に
外
側
線

(更
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
延
長

線
)
の
外
側
で
未
舗
装
の
路
肩
部
分
を
一
審
被
告
改

良
区
が
占
有
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
一
般
の

道
路
交
通
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
と
は
い
い

難
く
、
行
政
代
執
行
の
要
件
で
あ
る

｢著
し
く
公
益

に
反
す
る
｣
(行
政
代
執
行
法
二
条
)
と
い
え
る
か

ど
う
か
も
即
断
で
き
な
い
。

一
審
被
告
県
は
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
本
件
訴

訟
提
起
前
の
平
成
一
四
年

一
月
及
び
同
年
三
月
に
、

一
審
被
告
改
良
区
に
対
し
、
文
書
で
、
道
路
を
原
型

復
旧
す
る
よ
う
勧
告
し
た
ほ
か
、
口
頭
で
も
同
様
の

指
導
を
行
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
指

導
勧
告
中
の
同
年
五
月
、
一
審
原
告
よ
り
本
件
訴
訟

が
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
審
被
告

県
と
し
て
は
、
本
件
3
土
地
が
国
有
地
で
あ
る
と
の

一
審
原
告
の
主
張
は
正
し
い
と
支
持
す
る
も
の
の
、

本
来
、
妨
害
排
除
や
損
害
賠
償
の
相
手
方
は
、
妨
害

物
の
所
有
者
で
あ
り
妨
害
行
為
を
行
っ
て
い
る
一
審

被
告
改
良
区
で
あ
る
。
道
路
管
理
者
と
し
て
の
一
審

被
告
県
は
、
私
人
で
は
な
く
、
公
益
の
た
め
の
管
理

者
で
あ
る
か
ら
、
一
般
の
道
路
交
通
へ
の
影
響
の
程

度
等
に
照
ら
し
、
文
書
等
に
よ
る
勧
告
指
導

公
。計

四
回
)
以
上
の
行
動
を
と
ら
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、そ
の
こ
と
を
も
っ
て
違
法
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、

妨
害
排
除
義
務
や
損
害
賠
償
義
務
が
あ
る
と
は
い
え

な
い
。

一
審
原
告
は
、
私
有
地
か
ら
県
道
へ
の
出
入
り
に

つ
い
て
も
一
審
被
告
県
が
県
道
の
管
理
者
と
し
て
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負
う
旨
主
張
す
る

が
、
一
般
に
私
人
が
公
道
を
通
行
で
き
る
の
は
、
道

路
が
供
用
さ
れ
て
い
る
反
射
的
利
益
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
道
路
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
各
私
有

地
と
接
し
て
い
る
が
、
道
路
管
理
者
に
、
そ
の
す
べ

て
の
私
有
地
か
ら
県
道
へ
の
出
入
り
を
確
保
す
る
よ

う
管
理
す
る
義
務
ま
で
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

三

葦
な
争
点
に
対
す
る

高
松
高
篝
裁
判
所
の
判
断

主

文
一
審
原
告
の
一
審
被
告
徳
島
県
に
対
す
る
控
訴
を
棄

却
す
る
。

一

裁
判
所
の
判
断

当
裁
判
所
は
、
一
審
被
告
県
に
対
す
る
①
本
件
設

置
物
の
収
去
請
求
及
び
④
賃
料
相
当
損
害
金
及
び
本

件
設
置
物
の
収
去
済
み
ま
で
賃
料
相
当
損
害
金
の
支

払
い
を
求
め
る
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
と
判

断
す
る
。

一一

原
判
決
の
補
正

の

一審
被
告
改
良
区
の
責
任

ア

一
審
被
告
改
良
区
は
、
仮
に
本
件
3
土
地
が
国
有

で
あ
る
と
し
て
も
、
一
審
被
告
改
良
区
が
、
本
件
三

土
地
に
つ
い
て
占
有
、
使
用
及
び
管
理
の
権
限
を
有

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
現
に
長
年
に
わ
た

り
用
水
路
の
敷
地
と
し
て
管
理
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
一
審
被
告
改
良
区
が
本
件
3
土
地
を
少
な
く

と
も
水
路
の
維
持

･
管
理
の
目
的
で
占
有
、
使
用
又

は
管
理
す
る
こ
と
は
、
一
審
原
告
に
対
す
る
関
係
で

権
利
侵
害
を
構
成
す
る
と
は
い
え
な
い
旨
主
張
す

る
。し

か
し
な
が
ら
、
一
審
被
告
改
良
区
が
本
件
3
土

地
を
本
件
用
水
路
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
管
理
し

て
き
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
水
路
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
限
り
で
管
理
権
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、

本
件
3
土
地
全
体
に
つ
い
て
排
他
的
支
配
権
を
有
す

る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
し
て
、

本
件
の
よ
う
に
、
用
水
路
が
既
に
暗
渠
に
な
っ
て
い

る
場
合
に
、
暗
渠
水
路
の
管
理
権
と
し
て
、
地
上
の

県
道
部
分
に
本
件
設
置
物
の
よ
う
な
物
件
を
設
置
し

“ 道行セ 2006.5



た
り
、
た
い
積
す
る
権
限
ま
で
有
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
審
被
告
改
良
区
の
上
記
主
張
は

採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

一審
被
告
県
の
責
任

ア

一
審
原
告
は
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
利
用
者

が
何
ら
の
支
障
な
く
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
責
務

が
あ
り
、
そ
れ
を
妨
害
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
、

通
行
の
妨
害
を
受
け
て
い
る
者
が
自
ら
裁
判
手
続
で

救
済
を
求
め
る
方
法
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は

容
易
で
は
な
く
、
債
務
名
義
を
得
て
も
執
行
に
費
用

と
労
力
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
審
被
告
県
に

お
い
て
、
私
人
た
る
県
道
の
利
用
者
が
そ
こ
ま
で
の

手
段
を
と
ら
な
く
て
も
支
障
な
く
通
行
で
き
る
よ
う

に
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
路
法
の
規
定
上
、
県
道
に
本

件
設
置
物
が
置
か
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
審
被
告

県
が
真
ち
に
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負

う
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
本
件
に
お

い
て
、
一
審
被
告
改
良
区
に
よ
る
通
行
の
妨
害
に
つ

き
、
裁
判
手
続
で
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
容
易
で
な

く
、
債
務
名
義
を
得
て
も
執
行
に
費
用
と
労
力
を
要

す
る
と
し
て
も
、
一
審
被
告
県
が
本
件
設
置
物
を
撤

去
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
裁
量
権
を
逸
脱

し
て
違
法
で
あ
る
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

イ

ま
た
、
一
審
原
告
は
、
私
有
地
か
ら
県
道
へ
の
出

入
り
は
、
県
道
の
管
理
者
と
し
て
、
当
然
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
一
審
被
告
県
が
、
道

路
の
通
行
を
妨
害
し
て
い
る
一
審
被
告
改
良
区
に
対

し
、
文
書
や
口
頭
で
の
撤
去
勧
告
を
繰
り
返
し
て
も

何
ら
功
を
奏
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
責

務
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
旨
主

張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
路
肩
と
は
、
車
道
に
接
続
し
て

設
け
ら
れ
る
帯
状
の
道
路
部
分
を
い
う
と
こ
ろ
、
本

件
3
土
地
は
、
外
側
線

(更
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
延

長
線
)
の
外
側
の
帯
状
の
未
舗
装
の
部
分
で
あ
り
、

路
肩
に
当
た
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
か
か
る

未
舗
装
の
路
肩
部
分
を
一審
被
告
改
良
区
が
占
有
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
一
般
の
道
路
交
通
に
著

し
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
行
政

代
執
行
法
二
条
に
い
う

｢著
し
く
公
益
に
反
す
る
｣

と
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
か
も
疑
問
が
あ
る
。
加

え
て
、
道
路
管
理
者
に
そ
の
す
べ
て
の
私
有
地
と
県

道
と
の
出
入
り
を
確
保
す
る
よ
う
管
理
す
る
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
原
判
決

｢事
実
及
び
理
由
｣
の
と

お
り
、
一
審
被
告
県
が
、
一
審
被
告
改
良
区
に
対
し

て
文
書
及
び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧
告
を
な
す
に
と

ど
ま
り
、
本
件
設
置
物
を
撤
去
し
な
か
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
裁
量
権
を
逸
脱
し
て
違
法
で
あ
る
と
ま
で

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

四

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
当
裁
判
所
の
判
断
の
結
論
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

一
審
被
告
県
に
対
す
る
本
件
設
置
物
の
収
去
及
び
賃
料

相
当
損
害
金
及
び
本
件
設
置
物
の
収
去
済
み
ま
で
賃
料
相

当
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
る
請
求
は
、
い
ず
れ
も
理
由

が
な
い
か
ら
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。
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参
考原

判
決

｢事
実
及
び
理
由
｣
中
、
被
告
県
の
責
任

ア

原
告
は
、
被
告
改
良
区
が
道
路
で
あ
る
本
件
3
土

地
に
本
件
設
置
物
を
た
い
積
さ
せ
て
道
路
法
四
三
条

に
違
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
県
は
、
道

路
管
理
者
と
し
て
速
や
か
に
本
件
設
置
物
を
撤
去
す

べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
原
告
自
身
が

被
告
改
良
区
に
対
し
て
、
裁
判
手
続
を
通
じ
て
妨
害

物
排
除
請
求
を
な
し
得
る
こ
と
、
本
件
3
土
地
は
、

路
肩
で
あ
っ
て
、
通
常
は
走
行
す
る
こ
と
を
予
定
さ

れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
か
ら

(道
路
構
造
令
二
条

一
〇
号
、
道
路
交
通
法
七
五
条
の
三
参
昭
巴
、
妨
害

物
が
置
か
れ
た
と
し
て
も
、
即
座
に
交
通
に
支
障
を

及
ぼ
し
た
り
、
あ
る
い
は
著
し
く
公
益
に
反
す
る
と

ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
道
路
管
理
者



で
あ
る
被
告
県
が
、
被
告
改
良
区
に
対
し
て
文
書
及

び
口
頭
に
よ
る
数
度
の
勧
告
を
な
す
に
と
ど
ま
り
、

本
件
設
置
物
を
撤
去
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
裁
量

権
を
逸
脱
し
て
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。

イ

ま
た
、
原
告
は
、
公
の
営
造
物
で
あ
る
県
道
の
設

置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
の
で
国
家
賠
償
法
上
の
損

害
賠
償
義
務
を
負
う
と
主
張
す
る
の
で
、
こ
の
点
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
た
め
、
他
人
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、

こ
れ
に
対
し
賠
償
の
義
務
を
負
う
が

(国
家
賠
償
法

二
条
)、
同
法
二
条

一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置
又

は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ど
う
か

は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及

び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体

的
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
と
こ
ろ
、
前
述
の
よ
う
に

本
件
3
土
地
が
路
肩
で
あ
り
、
通
常
は
走
行
す
る
こ

と
を
予
定
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み

る
と
、
道
路
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し
て
瑕
疵
が
あ

っ
た
と
は
い
え
な
い
。

路州　　　　
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